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近い将来の学園のありたい姿を「Sagami Vision 2020」と謳って、これを 2013 年 10 月の理

事会で決定しました。 

本学は、幼稚部から大学院までを擁する総合学園であることを活かし、ひとつの教育目標を

共有するため、創立 110 周年を機に定めた「見つめる人になる。見つける人になる。」の大

学のスローガンを、この度学園全体のスローガンとすることになりました。「Sagami Vision 

2020」では全学園が拠るべき教育構想を示すとともに、経営計画の策定に向けた提言を行

っております。 

東京オリンピックの開催が決定している 2020 年に、本学は創立 120 周年を迎えます。その

節目の年に向け、学校法人相模女子大学は、未来を、社会を見つめ、道を、答えを見つける

人材を育成することを約束します。 

 

 

2014 年 3 月  

学校法人 相模女子大学 
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学園スローガン・学園教育目標 

 

110 数年間にわたり受け継がれてきた女子教育の伝統に、大学のスローガンである「見つめ

る人になる。見つける人になる。」を学園全体の新しいスローガンとし、社会が必要とする

しなやかな発想力と豊かな包容力を身につけた人材を育成することを併せて、学園の新し

い教育目標とします。 

 

学園スローガン 

 

見つめる人になる。見つける人になる。 
 

 

学園教育目標 

 

・未来を予測することが困難な社会にあって生涯学び続け、知性に裏付けられた勇気と強

さを内に持つ自立した女性の育成 

・女性のしなやかな発想力と包容力を身につけながら、未来を、社会を見つめ、道を、答

えを見つける人材の育成
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Sagami Vision 2020 5 つの約束 

 

 

 

 
 

 

学園連携教育の展開 

 

大学、短期大学部、高等部、中学部、小学部、幼稚部が「学びのネットワーク」を構築し、

本学園が大切にする教養教育を学園全体で展開します。 

 

日本語教育 言語活動や読書活動等を通して読解力・文章力・表現力を身につけ、

「正しく美しい日本語の使い手」を育てます。 

外国語･国際教育 幼稚部から大学まで一貫した国際理解、語学力の強化、国際感覚の養

成のための教育を行い、国際社会において貢献できる人材を育成しま

す。 

食育・健康教育 食を通して健康や生活の質の向上を目的に、学園全体で食育・健康教

育を展開します。また、地域の「食」の拠点を目指します。 

日本伝統文化教育 日本の伝統的な文化・芸術を取り入れた教育活動を展開します。また、

それらを地域に開放し、文化振興に寄与します。 

キャリア教育 社会的・職業的自立に向け、「将来に夢を持つことの大切さ」を学び、

「働くことの意義」を考えます。 
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教育課程の充実 

 

学園の新しい教育目標を達成するために、大学、短期大学部、高等部、中学部、小学部、幼

稚部における教育課程の充実を図ります。 

 

社会連携教育の推進 

 

本学園は、大学・短期大学部を中心に、地域協働活動を積極的に展開し、高い教育効果を上

げています*。これら「学びと実践を大切にする教育」を本学園の教育に明確に位置付け、

実社会における課題解決力を持った人材の育成を図り、地域社会とともに成長する学園を

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学園の教育力の向上 

 

学園の教育力を向上させ、質の高い確かな教育を提供します。また、学園で学ぶすべての人

が快適に学習できるように、環境・体制の整備を進めながら、きめ細やかなサポートを実現

します。 

 

安定した経営基盤の確立 

 

本学園の教育・研究活動を効率的かつ効果的に実現するため、学園を支える人材の育成、施

設設備の充実、財務基盤の強化につとめます。 

 

  

 

地域貢献度ランキング 全国女子大学 No.1 

これまでの活動が評価され、日本経済新聞社発行「日経グローカル」 

の「地域貢献度ランキング」において、本学は 2011～2019 年度(※) 

の間、連続で全国女子大学で第 1 位を獲得しています。 

※調査が行われなかった 2016 年度、2018 年度を除く 
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中長期基本計画 

 

東京オリンピックの開催が決定している 2020 年に、本学は創立 120 年の節目を迎えます。

経営環境がさらに厳しさを増すと予想される、遠くないその日への備えとして、2013 年 10

月、学園のありたい姿を「Sagami Vision 2020」とするスケッチにとりまとめました。 

その後、これに基づいた経営計画が各部から提出されたのを受け、経営計画策定委員会にお

ける 1 年の余に及ぶ審議を経て、ここに「中長期基本計画」を決定するに至りましたのを、

広くご覧に入れる次第です。本学園は「見つめる人になる。見つける人になる。」のスロー

ガンを掲げておりますが、「中長期基本計画」の実行は、スローガンの具体化と見ることも

できましょうか。計画が本学園のことを知らしめ、本学に寄せる大方のご理解を深めていた

だく機縁ともなりましたら幸甚に存じます。 

 

学校法人 相模女子大学 
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Sagami Vision 2020 に示す教育構想を実現する計画 

 

 

大学・大学院・短期大学部 

 

大学・短期大学部では、2010 年に「見つめる人になる。見つける人になる。」というスロー

ガンを掲げ、それを単なるお題目とするのではなく、社会およびステークホルダーへの約束

として提示し、その具体化、実現を目指してこの間努力してきました。「Sagami Vision 2020」

では、これが学園全体のスローガンとなりました。学園の中で大学のリーダーシップが求め

られていることの表れでもあろうかと、責任を痛感します。もちろん 2020 年が終着点とい

うわけではありませんが、創立 120 年の年に向けて、私たちの目指す方向性とその具体的

な姿をより明確にしてゆくために、行程をしっかり意識することはきわめて重要です。教育

は本質的に時間がかかり、継続が必要です。一方で現代の社会は常にスピードと変化を求め

ています。両者のバランスをとりつつ、スピーディにかつ着実に歩むために、この中長期基

本計画を指標として進んでいきます。 

 

（1）教育目標の共有と具現化 

・相模女子大学・相模女子大学短期大学部ブランディング第 2 期推進計画 

１．本学のブランディングの考えと成果の積極的な発信 

２．授業ブランディングの実施を通した、本学のブランディングの具現化 

３．質の高い発想教育を実現する環境の整備 

 

（2）新しい教育体制の確立 

・本学のあるべき姿の明示 

・学部・学科第 4 次改編の必要性の検討 

・大学を管理運営する体制の強化 

IR が機能する全学的な教学マネジメント体制の確立 

 

（3）教育課程の整備と教育内容の向上 

・教育課程の体系化 

１．カリキュラムポリシーに基づいたカリキュラムマップの作成 

２．学生のカリキュラム理解の向上を目的とした周知方法の改善 
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・体系的な教育課程に基づいた、教員間の連携と協力による組織的教育の実施 

１．FD 研修会等の充実と推進 

２．教育課程を評価・点検するシステムの確立 

・高校の学びから大学の学びへのスムーズな移行 

基礎学力の向上やキャリア教育など、専門教育の枠を超えた共通教育プログラムの

作成 

・国際交流と英語教育の充実を目指すための包括的プロジェクトの実施 

・社会とつながる教育活動のさらなる充実（双方向型の地域連携の推進） 

 

（4）学習環境の整備 

・学生の主体的な学びや自主学習を支援する体制の確立 

１．学生の主体的な学習活動を支援する学習環境と教職協働による指導体制の確立 

２．自主学習センター（仮称）設置の検討 

３．ラーニング・コモンズの適切な導入 

・図書館の持つ学修資料や設備を活かした学生の主体的な学修を促す環境の充実 

１．ラーニング・コモンズに係る施設設備の充実 

２．自主学習プログラムの推進 

・大学の情報教育に必要な環境の構築 

１．無線 LAN 環境の整備 

２．e-learning 教材活用の推進 

 

（5）学生支援の充実 

・学生生活実態調査による学生ニーズの把握とニーズに合ったきめ細やかな学生サ 

ポートの実現 

・学生対応の質向上と最適化 

 

（6）入学者増に向けた募集の戦略と戦術を策定 

・入学者の質・量両面からの確保 

１．オープンキャンパスの活性化 

２．本学高等部および近隣高校との交流・連携の強化 

３．社会人の学び直しのニーズの発掘と新たな募集戦略を策定 

４．大学入試制度改革への迅速な対応 

５．本学の教育の特色を活かす本学独自の入学試験制度の決定 
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中学部・高等部 

 

中学部・高等部では、「Sagami Vision 2020」達成に向けて掲げられた学園のスローガンの

下、「確かな学力を身につけている生徒」、「女性としての品格、感受性を備えている生徒」、

「広く社会と関わり、社会に貢献できる生徒」の育成を目指します。そのために時代に即応

した新たな具体目標を設定し、教育内容の整備・充実及び教員の教育力の向上を図り、生徒･

保護者･教職員にとってより満足度の高い学校づくりを推進していきます。そこで、まずは

じめに、従来の教員組織や校務分掌を検証し、副校長及び各部長らが果たすべき責任の所在

を明らかにするとともに、校務推進の効率化を図るため新たに研究部を創設し、従来の分掌

主任制から中学部 4 部長（総務･研究･教務･生活）・高等部 5 部長（総務･研究･教務･生活･

キャリア）制移行など、教員組織・校務分掌等の組織改革を断行します。 

 

（1）教育目標の設定 

学園スローガンの下、中学生・高校生の発達段階にふさわしい教育目標の設定 

 

（2）教育目標達成のための教育内容の整備・充実 

・中高一貫教育の検証と充実 

・高等部教育課程の見直し 

・小中連携教育の強化 

・学力推移調査（中学部）、スタディ・サポート（高等部）の実施と活用 

・中学部 2･3 年生における少人数授業（英語・数学）の実施 

・英語教育の充実と発展 

・理科教育の充実と発展 

・ICT 教育環境の整備 

（3）学習支援体制の強化・充実 

・放課後・長期休業中の補習・講習、勉強合宿の実施 

・卒業生による「学生チューター」の活用 

・中学部で「放課後クラブ」の実施 

 

（4）特色ある教育活動の実施 

・中学部における「道徳」・「総合的な学習の時間」のカリキュラム開発 

・中学部 1 年生・高等部 1 年生を対象とする「茶道教育」の実施 

・海外研修・国際理解教育の実施 

・社会貢献活動の企画と実施 
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（5）総合学園の連携教育構想 

・国際社会で活躍する生徒の育成に向けた教育活動の体系化 

（「国際教育センター」との連携） 

・「食育・健康教育」の実施 

 

（6）クラブ活動の強化 

・全国大会出場を目指した強化クラブの指定 

・校内応援体制・支援体制の整備 

 

（7）教員の指導力を向上させる取り組み 

・高水準の教育提供に向けた体制と環境の整備 

・研究授業・公開授業の実施 

・授業アンケートによる授業改善の実施 

・教育力向上のための各種研修会・研究会の実施 

・学校評価の見直し 

・学校評議員制度の活用 

 

（8）私学にふさわしい教育体制・教員組織・事務組織の構築 

教学マネジメントとガバナンスの体制・組織の整備 

 

（9）進路支援の充実 

・進学実績並びに生徒・保護者の進学満足度の向上 

・「大学訪問ツアー」の実施 

・模擬試験の分析および大学入試問題の研究 

・大学入試新制度における受験対策の推進 

・「高大連携講演会」・「大学研究室訪問」等による相模女子大学及び同大学教員との 

連携強化 

 

（10）入学者増への取り組み 

・小学部からの内部進学者増を目指した取り組みの実施 

・塾訪問・中学校訪問の実施 

・学校案内・宣伝広告・外部イベント出展とホームページの連携強化 
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（11）危機管理体制の再整備 

・e メール配信システムの活用 

・防災防犯マニュアル、備蓄品の整備 

・「スクールガーディアン」導入による学校情報の管理 

・AED・救急法等講習会の実施 

 

（12）教育施設設備の整備 

小中高連携教育のための改修・改装工事の実施 

 

小学部 

 

小学部では、2009 年に「パワーアップアクションプラン」をスタートさせ、「つなぐ手」の

授業や読書教育、放課後クラブ、英語教育など独自の教育プログラムを開設し、成果を上げ

てきました。「Sagami Vision 2020」の取り組みは、それらの取り組みを推進し、さらに小学

部教育の魅力を高めるものにしたいと考えています。 

まず最初の取り組みとして、教育目標や建学の精神に加え、「小学部の目指す子ども像」を

新たに設置します。それと平行して、現在行われている小学部の教育プログラムの教育効果

や課題を検討し、新たな教育構造図として全体像を整理しながら再構成します。同時に教員

研修を充実させ、授業の質を上げる取り組みも力を入れていきます。 

 

（1）目指す子ども像と教育全体計画 

 

（2）研究テーマに基づく授業の創造 

「相模の教育 言語活動を充実させ、考える力を育てる」授業の創造 

 

（3）少人数指導の検証と学力向上の取り組み 

・少人数学級編制や少人数指導の良さの課題検証 

・基本的な学力の向上を目指した、全校による「日本漢字能力検定試験」の実施 

・学力実態を把握する「学力テスト」の実施と、授業改善への活用 

 

（4）特色ある教育活動を発展的に継続実施 

「つなぐ手」、学園ネットワーク事業、読書教育、英語教育、ICT 教育、地域連携、

放課後クラブ 
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（5）教員の指導力を向上させる取り組み 

・授業の改善と指導力の向上を目指した、相互授業や研究授業の計画的な実施 

・本学大学教員等を指導講師として招聘 

・実践記録と研究成果をまとめた、研究紀要の作成 

 

（6）ガバナンス計画 

新しい教育構想を実現する組織の整備 

 

（7）中学進学へのサポート体制を推進 

 

（8）児童募集に関わる広報活動の拡充 

 

（9）防災教育の推進 

 

（10）特別教室棟の建設 

 

幼稚部 

 
幼稚部では、遊びなどの活動の中で子どもの主体的な活動を導き出し、人と関わる力の育成、

調和のとれた心身の発達を図り、一人ひとりの“長所を伸ばす”教育の実現を目指してきまし

た。2016 年 4 月からの幼保連携型認定こども園への移行に向けて、これまで培ってきた幼

稚部の伝統を大切にしていきながらも、ビジョンに示された学園のスローガンのもと、新し

い教育活動にも取り組んでいき、これからの時代に即した幼児教育・保育の実現を目指して

いきます。そのためにも、「Sagami Vision 2020」に示された内容を確実に実行していくと

ともに、個々の教職員の資質・能力の向上を図っていき、幼稚部の教育・保育の質の向上に

教職員が一体となって努めていきます。 

 

（1）教育・保育目標の検討とそれに基づく教育・保育の実践 

認定こども園相模女子大学幼稚部の教育・保育目標の検討とそれに基づいた教育・保育

の実践 

 

（2）全国に先駆ける幼児教育・保育の実践に向けた方策の検討と準備 

総合学園の中の認定 こども園として、また大学の研究園として全国的にも先駆的な幼

児教育・保育の実践に向けた準備 
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（3）既存の教育活動を基盤とした認定こども園相模女子大学幼稚部の教育・   

保育活動 

・ビジョンに示す総合学園としての環境を活かした教育活動の促進 

・英語教育の導入 

・図書活動の充実 

・身体づくりの促進 

・地域との交流等の促進 

・子育て支援活動の充実 

・自園給食の実施 

・インクルーシブ教育・保育の実践 

 

（4）広報活動 

認定こども園相模女子大学幼稚部への移行を見据えたホームページリニューアルの 

実施 

 

（5）安全・危機管理 

・子どもの生命に関わると想定される事態への対応マニュアルの見直し・作成 

・携帯メールを用いた緊急連絡システムの有効利用 
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学園教育の特色を明確にする計画 

 

 

幼稚部から大学まで一つのキャンパスにあることの利点を

活かし、これまで大学・短期大学部または併設する各部で重

点的に取り組んできたこと、あるいは今後重点的に取り組み

たいことの中から、「国際教育（英語教育・国語教育・日本伝

統文化教育）」「食育・健康教育」「キャリア教育」の 3 つに

焦点を絞り、学校ごとに発達段階に合わせて教養教育を行う

学園規模の体制を確立し、他の総合学園にない特色ある教育活動を実現します。 

また、本学は相模原市内における最初の大学として、地域から寄せられる信頼の念と親しみ

の情を礎に、狭義の教育のみならず、文化、芸術あるいは厚生等、多方面に亘る活動を通じ

て絆を深めていくことを当然の責務としています。市民の声に謙虚に耳を傾け、要望、意向

なりを酌みとり、それを教育、研究に反映させるといった姿勢で臨み、地域連携、産学官連

携、生涯学習を含む地域社会活動のさらなる発展に努めます。 

 

（1）国際教育 

・大学を中心に各部が連携して、英語教育と国際交流を推進 

・読書活動、言語活動、表現活動の 3 つを柱とする国語力の育成 

・学園連携による日本伝統文化教育の推進 

 

（2）食育・健康教育 

学園全体でつながる食育・健康教育の推進 

 

 

（3）キャリア教育 

・キャリア教育の確立（大学・短期大学部） 

・キャリア教育における他部との連携強化（中学部・高等部） 

・「つなぐ手」授業の充実（小学部） 

 

（4）社会連携教育 

「社会連携推進センター（仮称）」設置の検討 
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学園の教育・研究を支える安定した経営基盤を確立する計画 

 

 

新しい教育構想を実現するためには、確かな経

営基盤が存在することが前提となります。その

ためには、学園を永続的に発展させる強固な財

務基盤の構築と、学生生徒等納付金に依存しな

い財務体質を確立するとともに、在校生が安

心・安全に学べ、充実した教育活動が展開でき

る施設設備を提供します。また、多様化する今

日の教育において高い成果を生み出すために、教職員の育成を目的とした人事制度改革を

推進するとともに、引き続き、教員と事務職員が協働して教育研究活動に取り組みます。

このように人事・財政・施設管理などの側面から、課題解決に向けた施策を実行し、学園

の教育・研究を支える安定した経営基盤を確立します。 

 

（1）人事・組織計画  

・事務職員の要員計画と採用計画の策定 

・教職協働に必要な人材の確保と育成 

・学園事務機構の機能のうち政策提案機能、教学支援機能、経営管理支援機能の 3 機

能と、部署間の協業体制を強化 

・学園全体の自己点検・評価の実施と IR 活動の開始 

 

（2）教育環境整備計画 

・魅力ある教育研究と安全な学習に必要な施設設備の整備 

・学園全体のシステムの統制管理 

 

（3）財政計画 

学園を永続的に発展させるための財務基盤の強化 

 

（4）学園広報計画 

総合学園としての魅力の学内外への発信 
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（5）収益事業計画 

安定した経営基盤を確立するための新たな収益事業の展開 

 

（6）危機管理計画 

学園のリスク管理の確立 

 


